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横き

尾 ・

東ぎ

作 ミ

硫
黄
島
を

日

本
領
土
に

（

一

八
三

九

〜
一

九
〇
三

年
）

　
横
尾

東
作
は

天
保
十
年
（

一

八
三

九
）

陸

中
下
新
田
村
（

現
・

宮
城
県
鳴
瀬
村
）

に

生

ま

れ
た

。

仙
台
藩
儒
・

新
井
義
右
衛
門
か

ら

漢
籍
を
修
め

、

江
戸
に

移
っ

て

昌
平
黌
頭
取

・

林
学
斎
の

も

と

で

業
を
重
ね

た

が
、

さ

ら

に

藩
命
に

よ
っ

て

横
浜
の

米
人
宣
教
師
サ

ム

ユ

エ

ル

。

ブ

ラ

ウ

ン

か

ら
英
学
を

勤
ん

だ
。

　
慶
応
四

年
（

一

八

六
八
）

仙
台
藩
英
学
教

授
と

な

り
、

同
年
新
潟
が

開
港
す
る

の

に

応

じ

て
、

外
国
人
と

の

応
接
に

従
っ

た
。

同
年

五
月

、

「

奥
羽
越
列
藩
同
盟
」

が

成
立
す
る

と、

同
盟
の

檄
を
外
国
公

使
に

発
す
る

た

め

横
浜
の

居
留
地
四

十
四

番
の

エ

ド

ワ

ル

ド

・

ス

ネ

ル

（

当
時

、

オ

ラ
ン

ダ

領
事
と

自
称
）

宅
に

潜
ん

で

工

作
を

図
っ

た
。

功
は

奏
せ

ず
、

か

え
っ

て

官
軍
か

ら

五
百
両
の

懸
賞
金
を
掛

け

ら
れ

る

破
目
に

お

ち
い

っ

た
。

　

維
新
後
の

明
治
四

年、

友
人
と

早
稲
田
に

北
門
社
（

の

ち
の

東
京
専
門
学
校

、

早
稲
田

大
学
）

を

起
し

て

英
学
を

教
授
し

た
。

翌
五

年
、

仙
台
藩
の

辛
未
館

、

養
賢
堂、

医
学
校

な

ど

で

英
学
教
授
を

勤
め

た
。

間
も

な

く

神

奈
川
県
庁
に

勤
め

た

あ

と、

横
浜
野
毛
山
に

英
語
塾
を

開
い

た
。

明
治
九
年
警
視

庁
に

出

仕
し
て

記
録
課
長
に

進
ん
だ

。

同
十
九
年
に

、

警
視
庁
を
四

十
八

歳
で

辞
任
し
て

、

こ

こ

で

専
ら

南
洋
の

経
営
に

没
頭
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

　
そ

れ

を
前
に

し

て
、

横
尾
は

『

訓
蒙
天
文

図
解
』

『

景
象
論
』

『

童
蒙
教
育
問
答
』

な

ど

の

翻
訳
に

当
た

っ

て

お

り
、

英
学
を

通
じ

て

海
外
の

情
勢
に

詳
し

か

っ

た

こ

と

に

加
え

て
、

駐
ロ

シ

ア

大
使
・

榎
本
武
揚
が

ス

ペ

イ

ン

領

の

マ

リ

ア

ナ

群
島
（

現
・

北
マ

リ

ア

ナ

諸
島

コ

モ

ン

ウ

ェ

ル

ス
）

の

風
聞
に

つ

い

て

耳
に

し

て

い

る

こ

と

を

知
っ

た
。

　
榎
本
は

駐
英
公
使
・

上
野
景
範
に

意
を

通

じ

て
、

ス

ペ

イ
ン

外
相
に

噂
の

所
在
を
探
ら

せ

た
。

ス

ペ

イ

ン

外
相
は

商
議
に

応
じ

る

意
向
を

示
し
た

の

で
、

日

本
政
府
は
マ

リ

ア

ナ

買
収

問
題
を

取
上
げ
た

。

と

こ

ろ

が
、

西
南
戦
争

を

前
に

し

た

政
府
は
、

南
洋
に

手
が

届
か

ず
、

榎
本
の

献
策
は

そ

の

ま

ま

保
留
に

な
っ

た
。

　
こ

の

問
題
が

横
尾
（

警
視
庁
に

勤
務
中
）

に

伝
え

ら

れ
、

横
尾
は

有
志
者
と
の

連
携
を

計
っ

た
。

赤
松
則
良
（

榎
本
と

オ

ラ

ン

ダ

に

留
学、

当

時
海
軍
少

将
）

、

荒
井

郁
之

助

（

函
館
戦
争
で

幕
軍
軍
艦
「

回
天
」

司
令
官

、

初
代
気
象
台
長
を

辞
官
の

あ

と
）

ほ

か

に

北

門
社
の

友
人
が

会
合
に

加
わ
っ

た
。

　
横
尾
は
マ

リ

ア

ナ

ば
か

り

で

な

く、

太
平

洋
で

所
属
未
定
の

島
嶼
を

経
略
す
る

計
画
を

立
て

て

お

り
、

「

探
討
船
」

を

出
す

準
備
を

整
え

た
。

明
治
十
八

年

十
二

月
、

横
尾
は

『

南
洋
公
会
設
立
大
意
」

（

約
一

、

六
〇
〇
字
）

を
著
し、

翌
十
九
年
こ

れ

を
全
国
に

飛
ば

し

て
、

同
志
の

獲
得
を

企
ん

だ
。

高
名
な

菅
沼

貞
風
『

新
日

本
図
南
之
夢
』

の

現
わ

れ

た

の

が

明
治
二

十
「

年
で

、

そ

れ
よ

り
も

早
い

構

想
で

あ
る

。

　
そ

の

『

設
立
大
意
』

の

後
編
は

、

実
際
的

な

植
民
方
法
を

詳
述
し

た

も
の

で
、

ま

ず
フ

ィ

リ
ピ

ン

の

シ

バ

ラ

ワ

ン

島、

ス

ー

ル

ー

島
、

ミ

ン

ダ
ナ

オ

島
で

島
民
か

ら

地
所
を
借
り

、

植
民
の

第
一

区
と

す

る
。

第、
一
区
は

カ

ロ

リ

ン

群
島

、

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
に

植
民
す

る
。

マ

リ

ア

ナ

群
島
に

は、

譲
渡
さ

れ

る

説
が

あ

る

の

で
、

そ

れ

を

受
け

る
。

　
さ

ら
に

第
三

区
と

し

て、

小
笠
原
諸
島
の

東
南
に

あ

る

「

マ

ゼ

ラ

ン

群
島
」

「

ア

ン

ソ

ン

ズ

群
島
」

を

選
ぶ

。

こ

れ

ら
の

群
島
は
ハ

ワ

イ

政
府
に

属
す
る

の

が

僅
か

＝
二

島
あ

る

の

み

で
、

そ

の

他
は

こ

と

ご

と

く

無
主
の

島

嶼
で

あ
る

と

聞
く
の

で
、

優
先
的
に

出
稼
ぎ

へ

当
て

る
べ

き

で

あ

る
、

と

説
い

た
。

　
こ

れ

ら

の

経
営
が

緒
に

つ

い

た

暁
に

は
、

い

わ

ゆ

る

「

南
緯
諸
島
」

に

ま
で

及
ぼ

う

と

す
る

気
概
で

あ
っ

た
。

［
マ

ゼ

ラ

ン

群
島、

ア

ン

ソ

ン

ズ

群
島
は

小
笠
原
諸
島
の

東
南
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

あ
る

、

と
さ

れ

て

い

る

が
、

所
在
は

不
詳
で
馳

あ
る

。

モ

テ

ラ

ー

『

太
平
洋
諸
島
の

名
称
』

町

（

一

九

八

六
刊
）

に

も

記
載
さ

れ

て
い

な

い
。

血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

「

南
緯
諸
島
」

は

赤
道
を

越
え

る

南
太

平
洋
皿

の

諸
島
を

い

畠

　
　
　
　
　
　
 

　
　
「

明
治
丸
」

に

乗
船
・

探
検
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
北
海
道
を

棄
て

て、

な

ぜ

遠
く
南
洋
に

進
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ

む

こ

と

を

図
る

の

か
、

と

の

反
論
に

も

横
尾

N

は

東
西
南
北
の

い

ず
れ

に

も
向
か

う
。

た

だ
、

欧
米
諸
国
に

よ
っ

て

太

平
洋
が

探
求
さ

れ

て

い

る

現
況
を

知
る
べ

き
で

あ

る

と

答
え

て

い

る
。

　
明
治
十
九
年
五

月
、

よ

う
や

く
風
帆
船
を

購
入
し

た

が
、

実
施
不
能
と

な

り
、

翌一
．

十

年
十
一

月
、

逓
信
省
灯
台
局
巡

廻
船
「

明
治

丸
」

〔

現

在
・

東
京
商
船
大
学
で

保
存
）

に

乗
船
し

て
、

横
尾
は

小
笠
原
諸
島
か

ら
硫
黄

島
ま

で

を

探
検
す

る
。

同
船
に

は

東
京
府
知

事
・

高
崎
五

六
ほ

か

官
民
合
同
に

よ

る

総
勢

四

〇
余
名
が

同
乗
し

た
。

こ

の

な

か

に

は

鈴

木
経
勲
が

参
加
し

て

い

た
。

　
横
尾
の

出
発
を

前
に

し

て
、

報
道
さ
れ

た

ニ

ュ

ー

ス

も

あ
っ

た
。

十
月
二

十
｝

日

付
の

『

高
知
日

報
』

に

よ

る

と

　
　
　
今
後
ボ

ル

カ

ノ

無
人
島
（

注
・

硫
黄

　
　
島
を
指
す
）

の

内
部
を

探
り

、

都
合
に

　
　
依
れ

ば

其
処
に

そ

の

ま

ま

移
居
せ

ん

と

　
　
の

雄
志
を
起
し、

ま

ず

試
み
の

た
め

近
々

　
　
の

内
に

出
発
す

る

よ

し
。

右
ボ
ル

カ

ノ

　
　
島
は

小
笠
原
島
を

距
る

三

百
浬

の

正

南

　
　
に

あ

り

て
、

三

小
嶼
相
鼎
立
し

何
れ

も

　
　
樹
木
鬱
葱
た

り
。

殊
に

島
中
硫
黄
な

ど
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に

は

最
も
富
む

と

い

え

ば、

種
々

面
白

　
　
き
鉱
物
も
あ

ら

ん
。

ま
た

未
だ

世
に

知

　
　
ら

れ

ざ
る

珍
卉
異
草
も
あ

ら

ん
。

と
に

　
　
か

く
持
駐

の

な

き
孤
島
の

事
ゆ

え

人
の

　
　
取
る

に

任
す。

誠
に

結
構
な

る

拾
い

物

　
　
と
い

う
べ

し。
（

新
仮
名
つ

か

い
）

と

あ
る

。

　
明
治
丸
は

十
一

月
十
日、

硫
黄
島
沖
に

投

錨、

一

行
は

島
内
を

検
分
し
た

が
、

樹
木
は

少
な

く、

水
源
も

見
当
た

ら
ず

と

み

て
、

開

拓
す
る

余
地
は

な

い

と

判
断
さ

れ

た
。

南
・

北
硫
黄
島
の

探
検
は

、

船
長
の

英
人
ア

ル

レ

ン

が
石
炭
の

欠
乏
と

航
路
不
案
内
を

訴
え

た

の

で

実
施
さ

れ

な

か
っ

た
。

　
十
一

月
十
七
日

横
浜
に

帰
着

、

“

南
洋
探

検
”

の

名
と、

そ

の

主
唱
人
で

あ
る

横
尾
に

は

マ

ス

コ

ミ

の

来
訪
が

相
次
い

だ
。

『

朝
野

新
聞
』

は
、

同
二

卜
三

日

付
で

横
尾
の

話
を

聞
い

て

い

る
。

横
尾
の

年
来
の

宿
志
で

あ
っ

た

こ

と

を

知
っ

て

い

た

か

ら

だ

ろ

う
。

　
　
　
近
年
本
邦
の

人
口

は

漸
々

増
加
し

て
、

　
　
貧
民
は

益
々

そ

の

数
を
多
く

し
、

こ

の

　
　
ま

ま

に

て

捨
て

置
か

ば
必
ず
他
日

に

於

　
　
て

畏
る
べ

き

惨
状
を

呈
わ

す
な

ら
ん

と
、

　
　
同
氏
は

夙
に

こ

こ

に

着
目
し
、

ま
ず
南

　
　
洋
群
島
の

中
に

於
て

土
地
を

開
墾
し、

　
　
人
民
の

移
住
を

図
る

こ

そ

今
日

の

急
務

　
　
な

ら

ん

と

思
い

た

し

も
…

…

　
と

、

今
回
の

航
海
を
開
く

こ

と

に

な
っ

た

理
由
を

改
め

て

説
き

、

「

想
像
せ

し

所
と

相

違
」

し

た

と

報
告
し
て

い

る
。

　
し

か

し
、

横
尾
は

、

硫
黄
島
に

数
十
町
歩

（

五
十
町
と

し
て

五

〇
万
平
方
摺
）

の

耕
地

を

設
け
る

余
地
が

あ

り、

ま

た

北
硫
黄
島
に

は

樹
木
が

あ
っ

て

移
住
に

適
せ

り、

と

有
望

な

こ

と

を
主

張
し

た
。

「

忙
火
山
」

の

称
を

島
名
に

与
え

て
い

る
。

　
硫
黄
島
の

存
在
は、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
に

よ
っ

て
一

六
世
紀
か

ら

知
ら

れ

て

い

た
。

一

五

四

三

年
（

天
文
十
二

年
）

九

月
＝ ．
○

日
、

ス

ペ

イ

ン

の

東
洋
遠
征
艦
隊
に

属
す
る

「

サ
ン

・

フ

ア

ン
」

号
が

フ

ィ

リ

ピ

ン

か

ら

東
航
中
に

三

島
嶼
を

目
付
け

、

「

ロ

ス

・

ボ

ル

カ

ネ

ス
」

（

火
山
列
島
）

と

命
名
し

た
。

そ

の

あ

と
、

一

七
七
九
年
（

安
永
八

年
）

＝

月
一

五

日、

ジ
ェ

ー

ム

ズ
・
ク

ッ

ク

の

死
後
隅

「

レ

ゾ

リ
ュ

ー

シ

ョ

ン
」

号
が

カ
ム

チ
ャ

ツ

カ

か

ら

南
航
中

に

三

島
嶼
に

気
づ

き
、

そ

の

最
大
島
に

「

サ

ル

フ

ァ

・

ア

イ

ラ

ン

ド
」

（

硫
黄
島
）

と

命

名
し

た
。

　
横
尾
が

「

忙
火
山
」

と

名
づ

け

た

の

は

英

人
フ

ィ

ン

ド

レ

ー

の

水
路
誌
を

抄
訳
し

た

『

南
洋
群
島
独
案
内
』

（

明
治
二

十
一

年
八
月

刊
）

で

す

で

に

承
知
し

た
の

で

あ

ろ

う
。

　
横
尾
の

調
査
に

刺
激
さ

れ

て
、

硫
黄
島
に

渡
航
す
る

者
が
つ

づ

き
、

明
治
二

十
二

年
に

開
拓
住
民
を

見
る

に

至
っ

た
。

そ

の

た

め

明

治
二

十
四

年
九
月
九
日

、

日

本
政
府
は

勅
令

を
も
っ

て

硫
黄
島

、

北
硫
黄
島

、

南
硫
黄
島

の

三

島
を

日

本
の

領
土
と
し

て

宣

言
し

た

う

え、

東
京
府
の

所
管
に

決
め

た
。

横
尾
に

と
っ

て

は、

無
所
属
の

島
嶼
が
正

式
に

日

本
領
土

と
な
っ

た

の

は

勲
章
も
の

で

あ
っ

た
。

　
明
治
丸
で

往
復
し

た

際、

鳥
島
へ

玉
置
半

右
衛
門
と

＝
、

名
を

上

陸
さ

せ

た

が
、

帰
路

に

激
浪
の

た

め

置
き

去
り

に

し

た

事
件
あ
っ

た
。

と

こ

ろ

が、

玉
置
た

ち

は

ア

ホ

ウ

ド

リ

で

無
尽
の

財
産
を

う

る

こ

と

が

で

き
た

。

　
　
士
族
授
産
金
で

南
洋
貿
易

　
硫

黄
島
の

採
掘
権
が

検
討
さ

れ

て

い

る

う

ち
の

明
治．
一
十
二

年
秋

、

高
崎
・

東
京
府
知

事
は

、

早
晩
処
分
さ

れ

る
べ

き
セ

族
授
産
金

五

万
円
を

使
用
し
て

「

南
洋
貿
易
」

を

事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

も
く
　

ろ

と

し

て

起
こ

す

こ

と

を

目
論
ん

だ
。

田

口

卯

吉
（

鼎
軒
）

ほ

か

二

名
を

招
い

た

が
、

応
じ

ら

れ

な

い
。

そ

こ

で

二

十
二

年
に

横
尾
を
仙

台
か

ら

招
い

て

「

貿
易
事
務
総
裁
」

の

任
を

委
嘱
し

た

が
、

資
金
の

取
扱
い

が

妥
当
で

な

い

と
、

三

月
に

な
っ

て

横
尾
は

計
画
か

ら

退

い

た
。

た

ま

た

ま
鈴
木
経
勲
が

太
平
洋
航
海

か

ら

帰
朝
し

た

の

で
、

参
加
を

勧
め

ら

れ
、

田

口

ほ

か

に

よ

る

「

南
島
商
会
」

の

企

画
に

加
わ
っ

た
。

五

月
に

は

「

天
祐
丸
」

に

よ

る

南
洋
貿
易
が

実
施
さ

れ

た
。

　
そ

れ

に

対
抗
す
る

よ

う

に
、

横
尾
は

同
じ

明
治
二

f、一．
年
十
月

、

株
式
会
社
・

恒
信
社

を

創
立、

み

ず
か

ら

社
長
に

就
任
し

て
、

十

二

月
ニ

レ
五

日

「

懐
遠
丸
」

（

七
二

，

・

）

で

横
浜
を

出
港
し

て、

南
洋
貿
易
を
競

っ

た
。

同
船
は

サ

イ
パ

ン

島
を

は

じ

め

ポ

ナ

ペ

島

（

現
・

ポ

ー

ン

ペ

イ

島
）

ま
で

巡
航
し

て
、

翌

二

十
四

年
八

月
横
浜
に

帰
着
し

た
。

帰
着

の

前
に、

榎
本
武
揚
は

横
尾
の

現
況

を

聞
い

　
　
　
　
　
　
や

や

て

「

懐
遠
丸
ハ

稍
予
期
ノ

目
的
ヲ

達
シ

得
ベ

シ
」

と

喜
び

の

手
紙
を

発
し

て

い

る
。

　
こ

れ

以
後、

明
治
二

十
八
年
ま

で
、

第
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

航
ま

で

貿
易
を

つ

づ

け
、

懐
遠
丸
は

売
却
し

肛

た
。

二

十
九

年
、

大
喜
丸
を

借
り

た

が
、

パ

”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ラ

オ

か

ら
の

帰
途

、

御
蔵
島
で

衝
突
し

て

船
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

体
を

粉
砕
さ

れ

た
。

次
い

で

清
徳
丸
を

借
り
L

た

が
・

こ

れ

も
種
ケ

島
に

漂
着
し

て

船
体
を
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ 0

破
損
さ
せ

た
。

こ

の

損
害
に

つ

づ

き
、

三

十
厩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
に

松
阪
丸
（

一

九
〇

、

ン
）

を

購
入
し
て
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

第
一

航
を

実
施、

年
次
の

飛
ん

だ

こ

と

も

あ
っ

M

た

が
、

三

十
六
年
第
七
航
の

お

わ
っ

た

あ

と

の

七
月
二

十
一

日
、

横
尾
は

急
逝

し

た
。

六

十
五

歳
で

あ
っ

た
。

　
横
尾
自
身
が

提
唱
し

た

”

南
洋
移
住
と

貿

易
計
画
”

は
、

必

ず
し

も

大
成
を

え

な

か
っ

た

が
、

後
輩
を
育
て

た

こ

と

を

以

て

冥

す
べ

き
で

あ
っ

た
。

　
　
　
　

（

松
永
　
秀
夫
）

　
［
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